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   ＜あらまし＞  本研究は，親の発達に重要な「親としての気づき」と「親子の相互作用」を促す省

察的な家族対話を引き出すファミリー・ポートフォリオを構築し，実践と評価を行うものである．家

族は多様化しており，多様な支援が行われているが，家庭の教育力向上のためには，親自身が子育て

の楽しさに気づき，発達していくことが重要であるという．そのために本研究では，省察的な家族対

話を引き出すよう支援し，家族内において学び合い，親として成長出来る場として機能するよう環境

を構築する．家族支援，親教育，生涯発達やポートフォリオ等の研究知見をもとに，子どもの写真や

映像，日記等，成長記録を取りためるという日常の行為を，本研究で提案するファミリー・ポートフ

ォリオを用いることで，親としての発達を促す学びにつなげたいと考える． 
 
    ＜キーワード＞  親子，家族，生涯発達，ポートフォリオ 
 
１．はじめに 

都市化や核家族化，少子化，雇用環境の変化等，

子育てや家庭教育を取り巻く環境が変動する中，

文部科学省では，「家庭の教育力」の低下を課題

に挙げ，2011 年には「家庭教育支援の推進に関

する検討委員会」を設置し，子育てに関する親の

学び促進，親の交流・地域参画促進，親と学校と

の信頼の構築，地域資材の活用力向上等，様々な

取り組みを行っている（文部科学省「家庭の教育

力の向上」）． 
「親としての発達」は，子育てスキルの獲得に

とどまらず，人格的社会的発達を含み，子どもの

成長発達に伴いながら変化し，社会の変化に対応

しながら親役割を再形成させていくものである

（柏木 2003）．そのためには，「子どもと向き合

う」ことが必要であり，親自身が省察的に考え，

実践していくための「リフレクションを促す家族

対話」が重要である（Thomas 1996）．省察的な

家族対話が親としての意識や子どもとの相互作

用の変化を，さらには子育ての楽しさへの気づき

をもたらし，親自身の自尊感情を高めるという．

このような親が発達し，成長していけるよう持続

可能な仕組みを作ることが求められている． 
現状では，子どもの成長記録として写真や動画

を日常的に撮りためるほか，画像共有サイトやソ

ーシャルネットワーキングサービス（以下 SNS）
等の各種ソーシャルメディアに記録し，家族だけ

でなく親戚や知人と共有する人が増えている．

日々感じたことや考えたことをブログや SNS 
に書いているケースも多く見られる．それらの活

動は親としての気づきを促す可能性があり，多様

な形態／場所に蓄積しているデータをポートフ

ォリオ化して集中管理することで，親自身の成長，

特に父親を巻き込む形で支援する環境を構築で

きるのではないかと考える． 
２．本研究の目的 

本研究では，親としての成長を促すことを念頭

に，省察的な家族対話を引き出すファミリー・ポ

ートフォリオを構築することを目的とする．省察

的な家族対話とは，親としての気づき（Parental 
Awareness：PA）を促し，親子の相互作用

（Interpersonal Interaction Themes：IIT）がう

まく行えることを指す（Thomas 1996）．親は親

としての資質を初めからではなく、育児を通して

身に付けていくものであるが、その際，楽しい遊

び等の活動を行う事が重要であるという（Cohen 
2002）．そこで本研究では，活動デザインを含め

たファミリー・ポートフォリオを構築する． 
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３．方法 

本研究で想定している支援は，講習会等の一過

性のものではなく， 
・データを蓄積していく日常的な活動 
・蓄積したデータを活用する定期的な活動 

から構成され，そこから省察的な家族対話を引き

出すことを想定している（図 1）．そこで，対話

支援に有効なコンテンツとその蓄積・共有の方法

を明らかにする必要があり，以下の手順で進める． 
3.1. ファミリー・ポートフォリオの設計 

教育分野でのポートフォリオには，ティーチン

グ・ポートフォリオ（以下 TP）とラーニング・ポ

ートフォリオ（以下 LP）の側面がある．TP で
は，教育者が教育活動の記録，振り返りを行うの

に対し，LP では，学習者自身がさまざまな過程

の記録等の蓄積から目標に対する学習を振り返

るものである．本研究で想定しているファミリ

ー・ポートフォリオは，子どもの育ちに関わる育

児情報やそれに対する気づきの記録である TP，
写真や動画，作品を含めた子どもや家族の生の情

報を蓄積する LP から構成される複合的なもの

であると考える．そこで蓄積するデータの種類と

タイミング，方法を検討するために，ICT を活

用している育児期の家庭のデータの蓄積方法・利

用法に関する調査，子どもが成人した共働きの家

庭に対してこれまで行ってきた情報共有の形態

や活用方法に関する実態調査，家族支援，親教育

プログラムに関する調査，ポートフォリオによる

学習支援の研究と現状のソーシャルメディアの

学習利用の調査を行う予

定である．これらの調査

から，ファミリー・ポー

トフォリオの要件を導く． 
 
3.2. 活動のデザイン 

次に，ファミリー・ポ

ートフォリオを用い，「親

としての気づき（PA）」

と 「 親 子 の 相 互 作 用

（IIT）」の向上を目指し

た活動をデザインする．

日常的な活動では，TP 
や LP に子どもの記録を

蓄積する際，発達段階に

適合するフォーマットで入力・表示することで親

としての気づきを促す方法を検討する．定期的な

活動では，時系列に子どもの様子を表示したり、

家族新聞や DST の作成等，家族で共同作業を行

いながら家族内での変化を可視化するような仕

組みを考える． 
構築したファミリー・ポートフォリオは，実際

に数家族に一定期間使用してもらう。使用状況を

システムログにより分析するとともに、ファミリ

ー・ポートフォリオが子育てスキルや親の発達

（PA や IIT）にどのような効果をもたらしたか

について評価を行う。 
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